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本論は、一九三〇年代の中條／宮本百合子の諸作品と、プロレタリア文学運動の組織論
との関わりを主な分析の対象としている。これは、一九三〇年末の日本プロレタリア作家
同盟参加以来、百合子の文学的実践にとって「組織」とどう関わっていくかがもっとも重
要な課題となったと考えるからである。 
この時期は、百合子が新たに「プロレタリア作家」となるために、その方法を模索し、
確立していった時期である。彼女の筆名が「中條百合子」から「宮本百合子」へと変わっ
たように、このとき我々の知る「宮本百合子」が生み出されたのである。 
「プロレタリア作家」となった百合子がであったのは、「組織」と「指導」であった。
彼女は、当時の「指導的創作方法」である作家同盟の方針にしたがって作品を書こうとし
た。しかし、作家は与えられた方法で創作は出来ない。彼女の文学的実践は、指導的創作
方法を如何に自分のものにするかという試行錯誤の中で生み出されていった。 
本論では、第 1 章・第 2 章で「ズラかった信吉」・「舗道」などの作品を取り上げ、それ
らの作品が日本プロレタリア作家同盟の方針にどのように応えようとしていたかを分析し
た。続く第 3 章・第 4 章では百合子の関わった「右翼的偏向に関する論争」を取り上げる。
この論争は、作家の世界観や認識にもとづく創作理論をおしすすめる指導部と、作品を中
心とする徳永直や林房雄らとの対立であった。しかし、この論争に「愛情の問題」を介在
させると、指導部・反指導部ともに問題を抱えていた。百合子が指導部の立場に立つこと
によって、その問題から目をそらすことになったのである。第 5 章・第 6 章では作家同盟
崩壊前後の作品を論じた。組織の方針にしたがって作品を書こうとしていた百合子にとっ
て、組織崩壊後どのように創作を進めていくかは重大な問題だった。「小祝の一家」では、
百合子と、夫であり共産党中央委員であった宮本顕治との関係が作品にどのような影を落
としているか分析し、夫が組織を代替してゆく様子を明らかにした。また、「雑沓」「海
流」「道づれ」の連作を取り上げ、その手法を分析した。この手法は、かつてのプロレタ
リア文学運動の指導的創作方法を継承するものとして意識されていただろう。だが結果と
して、これは百合子独自の方法として結実していったのではなかったか。こうした点を明
らかにする。 
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This paper analyzes the relations between the 1930s work of Chujo (Miyamoto) 
Yuriko and the organizational theory of the late-1930s proletarian literature 
movement in Japan. After Yuriko joined the Japan Proletarian Writers’ League in the 
late 1930s, her relations with the “organization” took on primary importance for her 
literary activity. Yuriko was exploring methods of recreating herself as a “proletarian 
writer,” an effort reflected in the change of her pen name from “Chujo” to “Miyamoto.” 
 As a newly constituted “proletarian writer,” Yuriko did her best to write in 
accordance with the League principles of “guiding creative methods.” In reality, her 
literary activity took place through a series of trial-and-error attempts to make these 
methods her own. 
 In Chapters 1 and 2 of this paper, I will take up “Zurakatta Shinkichi” and 
“Hodo” and analyze how they attempted to conform to the guidelines of the League.  
In Chapters 3 and 4, I discuss the “Debate on Rightist Tendencies,” which 
was a confrontation between the League leadership, insisting on a creative theory 
based on the author’s worldview, and writers such as Tokunaga Sunao and Hayashi 
Fusao who disagreed. However, both sides had problems with the “question of 
affection.” By aligning herself with the leadership, Yuriko averted her eyes from this 
issue.  
In Chapters 5 and 6, I discuss the work produced after the collapse of the 
League. Through “Koiwai no Ikka,” I analyze the influence of Yuriko’s relationship 
with her husband, Communist Party heavyweight Miyamoto Kenji, showing how Kenji 
came to represent the organization to Yuriko. I also discuss the series “Zatto,” 
“Kairyu,” and “Michizure.” The approach used here has been considered a continuation 
of the past methods of the proletarian literature movement. However, I show here that 
in the end it was realized as a creative method original to Yuriko.   
 
